






出題の意図 

 

（選択言語、専門科目、指定言語） 

（専攻・分野  日本史学分野          ） 

（科目     日本史学            ） 

 

一 論述問題 

 日本史学分野における修士レヴェルに求められる学術的な論述力を問う問題である。日

本史に関する基本的な問いに対して、適切かつ説得力のある論述を通時代的に展開できる

かが問われている。学術的な思考を、豊かな着想力を持って展開し、論理性と一貫性を備え

た文章で表現できることが求められている。 

 

二 基礎知識を問う問題 

 修士レヴェルで求められる各時代の基礎知識を問う問題である。学術的な思考の基礎と

なる概念や事象を幅広くかつ正確に理解できているかどうかが問われている。 

 

三 史料読解力を問う問題 

 修士レヴェルで求められる史料読解力を問う問題である。日本史学を研究していくうえ

で基礎となる史料を正確に読みこなせることが求められている。 











出題の意図 

 

（選択言語、専門科目、指定言語） 

（専攻・分野 中国文学専攻） 

（科目：専門科目 ） 

 

設問１ 論述問題 

中国古典文学、中国現代文学、中国語学の分野のいずれかにおいて、修士レヴェルで求

められる学術的な論述力を問う問題である。題目の内容に関わる領域の一般的な知識を

持ち合わせ、具体的に関連する事例や実例を挙げ、論理性と一貫性が備わった日本語の文

章で表現する能力が求められる。 

 

設問２ 基礎知識を問う問題  

中国古典文学、中国現代文学、中国語学の分野のそれぞれにおいて、修士レヴェルで求

められる基本的な知識を問う問題である。各題、数行程度の分量で日本語を使用して、出

題された事項について正確に説明する能力が求められる。 









出題の意図 

 

（選択言語、専門科目、指定言語） 

（専攻・分野 図書館・情報学専攻  図書館・情報学分野） 

（科目 図書館・情報学） 

 

図書館・情報学専攻図書館・情報学分野における修士レヴェルで求められる基礎知識を問う

論述問題である。「図書館」「情報メディア」「情報検索」の３つの領域に関して、学術的な

思考の基礎となる概念や事象を幅広く正確に理解できているかどうかが問われている。な

お、６個の設問の中から３つを選んで解答する形式となっている。 

  



出題の意図 

 

（選択言語、専門科目、指定言語） 

（専攻・分野 図書館・情報学専攻  情報資源管理分野） 

（科目 図書館・情報学） 

 

図書館・情報学専攻情報源管理学分野における修士レヴェルで求められる基礎知識を問う

論述問題である。「図書館・情報学の基礎」「図書館における実務」「図書館界におけるトピ

ック」の３つの領域に関して、学術的な思考の基礎となる概念や事象、出来事の内容を幅広

く正確に理解できているかどうかが問われている。 

 

  



出題の意図 

 

（選択言語、専門科目、指定言語） 

（専攻・分野 美学美術史学専攻・アートマネジメント分野） 

（科目 アート・マネジメント  ） 

 

設問 1.  論述問題 

 修士レヴェルに求められている学術的な知識と論述力を問う問題である。アート・マネジ

メント分野における基本的な問いに対して、分野の基礎知識を理解した上で、適切かつ説得

力にある論述を展開できるかが問われている。学術的な思考を、豊かな着想力を持って展開

し、専門分野の基礎的な用語や概念を正しく用いて論理性と一貫性を備えた文章で表現で

きることが求められている。 

 

設問 2.  基礎知識を問う問題 

 アート・マネジメント分野における修士レヴェルで求められるマネジメントとアートの

基礎知識を問う問題である。学術的な思考の基礎となる概念や事象を幅広くかつ正確に理

解できているかどうかが問われている。 
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